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　また、当市は地域資源が豊富であり、全国一の

タマネギ、白花豆のほか、メロンやジャガイモな

どの安心安全で新鮮な農産物が生産されるほか、

北海道最大の湖「サロマ湖」とオホーツク海はホ

タテ養殖の発祥地として知られ、国内有数のホタ

テ産地のほか、毛ガニ、北海しまえび、カキなど

の新鮮な魚介類が水揚げされています。

　これらの地域資源を結びつけ、力強い地場産業

を育てることが市政の重要なテーマの一つとなっ

ております。

２．多彩な地域資源を有する

　 オホーツク地域
　

　オホーツク地域は、北海道の北東部にあっ

て、オホーツク海と２８０�の海岸線で接して

おり、１９の市町村からなり総面積１０,６９０�、

人口約３２万人の地域です。世界自然遺産の

「知床」に代表される豊かな自然を有し、流

氷を見ることができる世界最南端の地域で

もあります。

　良好な自然環境と特有の気候風土に恵ま

れ、全道一の漁獲量と森林面積を有し、農業

では北海道で二番目の産出額を誇ります。

「ひと･まち･自然きらめく　　　　　　
　　オホーツク中核都市」の実現に向けて

１．はじめに

　当市は、道東のオホーツク海側の中央に位置し、

人口１２万８千人の圏域最大の都市であり、オホー

ツク地域の商業・医療・文化の拠点として発展し

てきました。

　平成１８年３月５日に隣接する端野町、常呂町、

留辺蘂町と合併し、新「北見市」が誕生し、新市

の面積は約１,４２７�で北海道では１番目、全国では

４番目の広さとなりました。

　大雪山系の石北峠からオホーツク海までが一つ

のまちとなり、西端から東端まで道路を走った場

合の走行延長は約１１０�と東京駅から箱根までの

距離に相当し、長さは日本一といわれています（平

成１８年３月３１日現在）。
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　こうした恵まれた地域資源を活用し、各自治体

がオホーツク全体の政策を考えていくことが求め

られており、オホーツク地域の中核都市である当

市は大きな役割が期待されていると考えています。

３．新市まちづくり計画と展望

　当市は、地域の特色を生かしながら、継続性の

ある発展に向け、新市の将来ビジョンを示すまち

づくり計画を策定しました。

　真の地方分権に向け、将来想定される道州制を

視野に入れた地方分権のモデルとなる自治体を目

指すとともに、地域の歴史や文化、特性などを尊

重し、地域全体の均衡ある発展に責任と役割を担

う、地域自治の確立を目指すまちづくりを進めて

いかなければなりません。

　これらの実現に向け、住民と行政の役割と責任

を明らかにしながら、住民参加と協働による「（仮

称）まちづくり条例」の制定や北見方式である独

自の自治区やまちづくり協議会を各地域に設け、

住民自治のまちづくりを推進しています。

４．おわりに

　近年、当市ではこれまでにない自然災害や事故

が増えています。

　安心して暮らせるまちづくりに向け、危機管理

体制の強化を図るとともに地域での防災の取り組

みを行い、さらに安心・安全なまちを目指さなけ

ればならないと決意を新たにしているところであ

ります。

　今、全国の自治体は厳しい財政運営を迫られて

おり、当市もさまざまな行政課題を抱えている現

状にありますが、観光・農業・水産業その他あら

ゆる面において幅広く施策を展開し「ひと・まち・

自然きらめくオホーツク中核都市」の実現に全力

を注いでまいりたいと思っています。
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